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2. 光合成と LPC との関係
アオミドロ細胞を遠心処理後培養することにより種々の量の葉緑体を含む細胞を作ることができる
が，無葉緑体細胞では LPC はみられず，葉緑体の多い細胞は正常細胞より大きい LPC を示す。この
ことは LPC に対する葉緑体の関与を直接的に証明したことになる。また種々の阻害剤， DCMU , 











の ATP濃度変化もポンプコンダクタンスを通して LPC を誘発すると考えられる。また光照射によ
り細胞内 ATP濃度が局所的に(原形質膜近傍)変化すれば起電力を通しでも LPC を誘発すると考








ついで，液目包膜を除去したのち，細胞内の H +， ATP濃度を人工的に変え(細胞内潅流法) ，これら
の細胞の原形質膜の膜電位，膜コンダクタンスを比較したO そのデータにもとづき，光電位反応は原
形質膜の反応であり，光照射によって原形質膜付近でH+と ATP濃度の増加が起り，これが原形質膜
における起電性イオンポンプ機構を活性化 即ちポンフ。機構の起電力の過分極化と，コンダクタンス
の増大を伴ない，その結果光電位反応を起させていることを示すいくつかの重要な証拠を示した。
こんごの定量的な解析のための貴重な基礎データを提供しているので，理学博士の論文としての価
{直あるものと認、められる。
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